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関
ケ
原
合
戦
の
前
段
階
、
濃
尾
平
野
で
は
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
西
軍
1
の
拠
点

と
な
っ
た
犬
山
城
籠
城
戦
を
通
じ
て
、
慶
長
五
年
八
月
当
時
の
犬
山
城
の
動
向
な
ら
び
に
城
主
石
川
光
吉

が
支
配
し
た
木
曽
の
情
勢
に
つ
い
て
考
察
を
お
こ
な
う
。

一
濃
州
関
ケ
原
合
戦

慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
　
関
ケ
原
合
戦
直
前
の
お
よ
そ
一
ケ
月
に
わ
た
り
、
美
濃
の
各
地
で
は
断
続
的
な

戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
八
月
十
六
日
福
東
城
の
戦
い
、
二
十
二
日
木
曽
川
の
渡
河
戦
と
米
野
の
戦
い
、

竹
ケ
鼻
城
の
戦
い
、
二
十
三
日
岐
阜
城
の
戦
い
、
河
渡
川
の
戦
い
、
九
月
一
日
～
四
日
の
郡
上
合
戦
、
九
月

十
四
日
杭
瀬
川
の
戦
い
が
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
、
最
終
的
に
九
月
十
五
日
の
関
ケ
原
合
戦
を
迎
え
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
、
濃
州
関
ケ
原
合
戦
が
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
美
濃
平
野
で
決
戦
に
及
ぶ
こ
と
を
両
軍
が
予
め
約
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
西
軍
・
石
田
三

成
は
、
慶
長
五
年
八
月
五
日
の
段
階
に
お
い
て
も
、
清
須
城
主
福
島
正
則
の
去
就
は
　
「
御
理
申
半
二
候
」
　
（
真

田
宝
物
館
所
蔵
文
書
・
『
愛
知
県
史
』
2
九
二
七
号
）
と
の
見
通
し
を
持
っ
て
い
た
。
羽
柴
左
衛
門
大
夫
正
則
に
一
綾
の
望

み
を
賭
け
て
い
た
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
、

西
軍
の
調
略
工
作
は
尾
張
国
内
に
及
ん
で
い
た
。
七
月
三
十
目
付
の
真
田
昌
幸
宛
石
田
三
成
書
状
（
真
田

宝
物
館
所
蔵
文
書
・
愛
九
一
四
号
）
に
次
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

【資料1】

一
今
度
上
方
よ
り
東
へ
出
陣
之
衆
、
上
方
之
様
子
被
承
悉
帰
陣
候
、
然
者
於
尾
・
濃
令
人
留
、
帰
陣

之
衆
一
人
く
之
所
存
、
永
々
之
儀
秀
頼
様
へ
無
粗
略
究
仕
、
帰
国
候
様
二
相
卜
止
候
事
、

こ
こ
か
ら
は
、
七
月
末
の
段
階
で
、
石
田
三
成
の
作
戦
と
し
て
、
「
尾
・
濃
人
留
」
　
に
よ
り
上
杉
攻
め
を
中
止

し
上
方
に
向
け
帰
還
す
る
諸
将
に
対
し
、
豊
臣
秀
頼
へ
　
「
無
疎
略
究
仕
」
　
よ
う
に
と
の
計
略
が
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
㌔

ま
た
、
同
じ
く
八
月
六
日
付
の
真
田
昌
幸
宛
石
田
三
成
書
状
（
「
歴
代
吉
葉
÷
愛
九
三
一
号
）
に
　
「
此
方
為
仕
置
明

後
八
日
尾
州
表
へ
被
出
候
、
岐
阜
申
談
候
、
不
可
有
御
気
遣
候
」
と
あ
る
こ
と
や
、
尾
張
国
飛
保
（
葉
栗
郡
）

の
蔓
陀
羅
寺
に
、
石
田
三
成
（
八
月
十
三
日
付
）
・
織
田
秀
信
（
八
月
日
付
）
が
相
次
い
で
禁
制
を
出
し
て
い

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
（
「
蔓
陀
羅
寺
文
書
」
・
愛
九
四
二
・
一
〇
〇
六
号
）

そ
の
他
、
一
柳
直
盛
に
関
わ
る
話
と
し
て
　
「
一
柳
中
興
御
系
図
御
手
柄
物
語
覚
」
　
4
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の

資
料
は
、
合
戦
当
時
黒
田
城
城
主
で
あ
っ
た
一
柳
直
盛
の
子
孫
が
江
戸
時
代
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
上
杉

攻
め
に
同
行
し
て
い
た
一
柳
直
盛
は
、
八
月
九
日
黒
田
城
へ
帰
城
し
た
。
そ
こ
へ
旧
臣
で
小
川
土
佐
守
　
（
祐
忠
・

妻
は
一
柳
直
高
女
）
　
の
家
来
と
な
っ
て
い
た
稲
葉
静
六
が
、
石
田
三
成
の
書
状
を
携
え
密
か
に
木
曽
川
を
渡
り

訪
れ
、
同
心
す
れ
ば
美
濃
一
国
並
び
に
金
銀
御
望
次
第
と
い
っ
た
誘
い
を
か
け
た
。
し
か
し
誘
い
を
直
盛
が
断
っ

た
と
こ
ろ
、
人
質
の
直
盛
の
母
（
勝
林
院
）
と
妻
子
を
三
津
屋
之
渡
堤
の
上
で
処
刑
す
る
と
強
圧
的
な
姿
勢
を

と
っ
た
た
め
、
直
盛
に
よ
っ
て
追
い
返
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
江
戸
時
代
一
柳
氏
の
　
「
御
手
柄
」
を
示
す
上

で
当
然
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
西
軍
が
尾
張
国
の
攻
略
を
進
め
て
い
た
様
子
が
確
認
で
き

る。

七
月
十
七
日
毛
利
輝
元
を
大
坂
城
に
迎
え
た
西
軍
は
、
瀬
戸
内
地
域
の
制
圧
、
伏
見
城
攻
略
、
田
辺
城
・

大
津
城
包
囲
戦
、
安
濃
津
城
攻
略
、
水
軍
に
よ
る
尾
張
沿
岸
部
へ
の
攻
撃
と
多
方
面
へ
の
展
開
（
計
画
）
を
進

め
た
。
こ
う
し
た
情
勢
下
、
七
月
の
後
半
時
点
で
は
秀
信
の
去
就
は
揺
れ
て
い
た
。

【資料2】
就
其
元
雑
説
出
陣
延
引
之
由
尤
候
、
愈
岐
阜
中
納
言
殿
有
談
合
、
仕
置
等
肝
要
候
、

猶
加
藤
太
郎
左
衛
門
可
申
候
、
恐
々
謹
言

七
月
廿
日

家
康
公

御
講
御
書
判

加
藤
左
衛
門
尉
殿

（
「
北
藤
録
L
 
L
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美
濃
黒
野
城
主
加
藤
貞
泰
に
宛
て
た
こ
の
家
康
文
書
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
以
前
に
上
方
争
乱
の
雑
説
が
あ
る

た
め
、
上
杉
攻
め
へ
の
参
加
を
先
延
ば
し
に
し
て
い
る
と
の
報
告
に
対
し
て
、
家
康
が
了
解
す
る
と
と
も
に

織
田
秀
信
と
よ
く
相
談
し
善
処
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
織
田
秀
信
も
加
藤
貞
泰
同
様
、

家
康
の
軍
事
行
動
に
従
う
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

し
か
し
、
最
終
的
に
は
美
濃
の
盟
主
織
田
秀
信
の
西
軍
へ
の
参
加
の
決
断
に
よ
り
、
美
濃
の
諸
将
の
大
半

は
そ
れ
に
従
い
、
東
軍
に
対
し
て
大
垣
城
、
竹
ケ
鼻
城
、
岐
阜
城
、
犬
山
城
を
結
ぶ
防
衛
線
（
即
ち
木
曽
川

筋
で
の
防
衛
線
）
　
を
引
く
こ
と
と
な
っ
た
。

二
　
犬
山
城
の
位
置
付
け

先
述
の
、
木
曽
川
筋
で
の
防
衛
線
を
西
軍
が
意
図
し
た
と
す
れ
ば
、
一
点
大
き
な
疑
問
が
生
ず
る
。
そ
れ
は
、

犬
山
が
木
曽
川
左
岸
に
あ
り
、
尾
張
国
で
唯
一
の
西
軍
拠
点
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
木
曽
川
で
掘
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
美
濃
側
か
ら
の
後
巻
は
困
難
な
位
置
に
お
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
理
由
は
、
西
軍
は
先
述
の
と
お
り
福
島
や
一
柳
ら
尾
張
を
本
拠
と
す
る
武
将
へ
の
調
略
や
織
田
秀
信

等
の
尾
張
北
部
へ
の
進
出
な
ど
、
尾
張
国
へ
の
展
開
を
考
え
て
お
り
、
そ
れ
が
実
現
し
た
際
に
は
、
犬
山
城

の
存
在
は
大
き
な
一
手
と
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の
計
画
は
画
餅
に
過
ぎ
ず
、
結
果
犬
山
城
は
、

東
軍
勢
力
下
に
孤
立
す
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
犬
山
城
籠
城
に
あ
た
り
城
主
石
川
光
吉
の
も
と
に
稲
葉
貞
通
・

典
通
親
子
、
加
藤
貞
泰
、
竹
中
重
門
、
関
一
政
が
加
わ
り
籠
城
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

石
川
光
吉
　
（
貞
清
）
　
は
、
美
濃
鏡
島
城
主
の
流
れ
を
汲
む
と
さ
れ
、
豊
臣
秀
吉
に
使
番
と
し
て
仕
え
た
。

天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
　
の
小
田
原
の
役
に
随
い
、
尾
張
犬
山
一
万
二
千
石
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
木
曽

義
政
の
下
総
移
封
が
お
こ
な
わ
れ
、
信
濃
木
曾
の
蔵
人
地
十
万
石
の
代
官
も
務
め
た
6
。
ま
た
、
光
吉
の
妻
は

石
田
三
成
の
娘
と
も
い
わ
れ
7
、
豊
臣
政
権
中
枢
に
近
い
人
物
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
慶
長
五
年
の
関
ケ

原
合
戦
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。

三
　
木
曽
谷
の
情
勢

当
時
、
石
川
光
吉
が
支
配
し
た
木
曽
谷
の
情
勢
に
つ
い
て
次
の
資
料
8
を
紹
介
す
る
。
慶
長
五
年
八
月
二
十

一
日
付
山
村
良
勝
・
千
村
良
重
宛
徳
川
家
康
書
状
な
ら
び
に
同
所
宛
大
久
保
長
安
書
状
で
あ
る
。
宛
所
に
あ

る
山
村
良
勝
と
千
村
良
重
は
、
木
曽
氏
に
仕
え
木
曽
谷
の
支
配
を
支
え
た
が
、
天
正
十
八
年
木
曽
義
昌
が
下

総
阿
知
戸
一
万
石
に
移
封
さ
れ
た
た
め
両
氏
は
そ
れ
に
従
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
義
昌
が
亡
く
な
り
、
嫡

男
義
利
は
不
行
跡
を
理
由
に
改
易
さ
れ
た
た
め
、
良
勝
の
父
良
候
の
み
木
曽
の
地
に
留
ま
り
石
川
光
吉
の
支

配
下
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
山
村
良
勝
、
千
村
良
重
の
二
人
は
主
家
を
失
く
し
た
ま
ま
、
下
総
佐
倉
な
ど
関

東
の
地
に
留
ま
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
文
書
は
そ
の
二
人
に
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
、
家
康
の
書
状
と
大
久
保

長
安
の
添
状
が
確
認
で
き
る
。

【資料3】

其
許
弥
堅
固
申
付
候
由
、
尤
肝
要
二
候
、
此
度
之
忠
儀
感
悦
候
、
然
者
、
為
加
勢
遠
山
久
兵
衛
・

小
笠
原
敬
廣
（
負
カ
）
・
今
泉
五
介
差
遣
候
条
、
可
相
談
候
、
委
細
大
久
保
十
兵
衛
可
申
候
也
、

八
月
廿
一
日

山
村
甚
兵
衛
と
の
へ

千
村
平
右
衛
門
と
の
へ

【資料4】

其
許
様
子
、
十
六
日
之
御
状
、
昨
廿
日
二
高
井
土
（
戸
カ
）
ニ
を
ひ
て
令
披
見
候
、
則
江
戸
へ
御
状

共
差
遣
申
候
、
此
中
十
一
日
之
心
得
其
許
之
様
子
被
為
聞
度
之
由
、
御
意
候
つ
る
間
、
御
中
間
衆
飛

力
被
越
申
候
つ
る
事
、

（
こ
れ
以
降
、
三
十
四
項
目
に
わ
た
る
条
々
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
開
通
す
る
項
目
の
み
抄
録
す
る
。
［
（
数
字
）
は
筆
者
注

記
・
項
目
の
順
番
］
）

（
1
）
一
、
上
方
石
治
少
・
大
刑
・
石
偏
書
状
、
御
才
覚
に
て
御
取
被
成
候
、
則
状
江
戸
へ
致
進
上
候
、

定
而
可
為
御
大
慶
候
事

（
2
）
一
、
我
ら
者
廿
日
の
朝
迄
、
江
戸
二
罷
有
、
遠
山
久
兵
衛
殿
其
許
へ
被
遣
候
し
く
ミ
い
た
し
候
、
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五
日
中
二
遠
久
兵
其
地
へ
可
有
御
越
候
事
、

（
3
）
一
、
遠
久
兵
へ
金
子
五
両
渡
し
に
て
越
申
候
、
ふ
か
し
に
て
米
之
調
被
成
、
其
地
之
者
共
か
つ
へ

候
ハ
ぬ
や
う
こ
可
被
成
事

（
5
）
一
、
小
笠
原
敬
負
、
其
許
か
セ
い
と
し
て
人
数
被
遣
候
、
に
へ
川
辺
こ
な
り
共
、
又
福
嶋
辺
こ
な
り
共
、

貴
所
達
思
召
し
仕
候
置
御
申
可
在
候
事

（
6
）
一
、
て
つ
ほ
う
・
玉
薬
以
外
つ
け
さ
せ
越
申
候
つ
る
、
相
届
申
候
哉
事

（
7
）
一
、
昨
廿
日
、
馬
場
半
左
、
御
目
見
え
被
申
候
、
我
々
妻
子
有
所
て
う
ふ
二
つ
か
ま
つ
り
、
其
許

へ
可
参
之
由
被
仰
出
候
、
如
何
こ
も
仕
合
よ
く
候
こ
て
、
半
左
も
下
総
へ
参
、
三
・
辰
致
取
合
、

い
へ
の
こ
辺
二
各
妻
子
有
付
候
て
、
其
許
可
参
候
由
御
座
候
事

（
8
）
一
、
半
左
へ
も
て
つ
ほ
う
以
下
被
成
御
渡
候
事

（
1
0
）
一
、
道
幽
　
（
勇
）
犬
山
こ
い
ま
た
御
逗
留
之
由
、
き
つ
か
い
仕
候
、
大
手
へ
御
立
之
衆
こ
も
御
朱

印
を
被
遣
候
、
可
御
心
安
事

（
1
4
）
一
、
金
森
法
印
も
其
谷
御
か
た
め
候
事
御
満
足
之
事

（
1
5
）
一
、
ひ
か
し
ミ
の
へ
の
手
遣
、
追
而
可
被
成
之
由
御
座
候
、
遠
山
勘
右
衛
門
殿
三
州
口
を
被
参
候

事

（
2
5
）
一
、
今
度
貴
所
達
へ
た
い
し
、
別
心
仕
候
者
、
何
様
こ
も
い
け
取
、
以
俄
者
被
仰
付
、
道
幽
　
（
勇
）

者
し
ち
物
か
へ
こ
も
才
覚
仕
度
之
事

（
2
6
）
一
、
原
与
左
衛
門
方
、
遠
山
勘
右
を
頼
ミ
候
て
、
昨
廿
日
二
我
ら
所
へ
参
候
間
、
何
事
も
貴
所
達

と
談
合
可
仕
候
由
申
候
、
随
者
其
谷
御
か
た
め
之
内
ハ
馬
場
半
左
致
談
合
、
と
く
と
相
延
可

申
候
、
其
御
心
得
可
被
成
之
事

（
2
7
～
3
4
　
略
）

こ
の
文
書
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

1
、
山
村
良
勝
、
千
村
良
重
の
両
名
は
、
大
久
保
長
安
を
取
次
と
し
て
徳
川
方
の
傘
下
に
あ
り
、
す

で
に
木
曽
谷
に
侵
攻
し
て
い
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
慶
長
五
年
八
月
、
石
田
三
成
、
大
谷
吉
継
、

石
川
光
吉
ら
が
、
東
国
に
発
し
た
書
状
を
奪
取
し
江
戸
の
家
康
の
許
に
報
告
し
た
こ
と
。
（
【
資
料

3
】
・
（
1
）
他
）

2
、
山
村
、
千
村
へ
は
鉄
砲
、
火
薬
を
送
っ
た
う
え
、
小
笠
原
長
巨
、
遠
山
友
政
（
苗
木
遠
山
家
）
、

馬
場
昌
次
（
半
左
衛
門
）
　
を
加
勢
と
し
て
派
遣
、
あ
わ
せ
て
金
森
長
近
も
布
陣
し
た
こ
と
。
（
資

料
2
・
5
・
6
・
7
・
8
・
1
4
）

3
、
犬
山
城
に
は
山
村
良
勝
の
父
良
候
が
、
逗
留
し
　
（
拘
束
さ
れ
）
　
て
い
る
が
9
、
犬
山
城
を
守
る
諸

将
に
は
、
家
康
の
朱
印
状
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
木
曽
筋
で
対
立
す
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
生
け

捕
り
に
し
て
犬
山
城
の
良
候
と
人
質
交
換
す
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
。
（
資
料
1
0
・
2
5
）

4
、
天
正
十
一
年
、
森
氏
と
の
争
い
の
中
、
東
美
濃
を
追
わ
れ
た
遠
山
友
政
は
家
康
の
も
と
に
い
た
。

今
回
木
曽
谷
に
行
く
手
筈
は
整
っ
て
お
り
八
月
二
十
一
日
か
ら
五
日
の
内
に
到
着
の
予
定
で
あ

る
。
友
政
に
は
、
大
久
保
長
安
が
五
両
用
立
て
、
現
地
で
食
糧
不
足
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
深
志
で

米
の
調
達
を
指
示
し
て
い
る
。
（
資
料
2
・
3
）

5
、
東
美
濃
へ
の
出
兵
は
追
っ
て
行
う
予
定
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
際
、
遠
山
利
景
（
明
知
遠
山
家
）
　
は

三
河
口
か
ら
攻
略
を
進
め
る
こ
と
。
（
資
料
1
5
）

八
月
廿
一
日

大
十
兵
衛

長
安
　
（
花
押
）

山
甚
兵
様

子
平
石
様御

報

こ
の
よ
う
に
、
木
曽
氏
の
旧
臣
山
村
良
勝
、
千
村
良
重
は
す
で
に
本
貫
で
あ
っ
た
木
曽
谷
に
戻
り
東
軍
と
し

て
の
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
お
り
、
八
月
十
一
日
に
は
塩
尻
を
経
て
翌
十
二
日
に
は
木
曽
谷
に
入
り
賀
川
の
砦

を
攻
略
し
て
い
た
1
。
。
一
方
、
木
曽
谷
は
石
川
光
吉
の
支
配
下
に
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
山
村
良
勝
の
父
良
候
は

犬
山
城
で
人
質
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
木
曽
谷
に
精
通
し
た
山
村
、
千
村
に
加
え
木
曽
氏
の
一
族
で
あ
る
馬
場
の
諸
氏
、

か
つ
て
東
美
濃
の
領
主
で
あ
っ
た
遠
山
友
政
、
伊
奈
谷
出
身
の
小
笠
原
長
巨
、
飛
騨
の
金
森
長
近
・
可
重
を
加
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え
る
形
で
木
曽
路
を
制
圧
し
、
美
濃
へ
の
侵
攻
を
目
指
し
て
い
っ
た
。
こ
の
機
に
乗
じ
て
山
村
、
千
村
、
馬

場
の
各
氏
は
木
曽
、
遠
山
氏
は
東
美
濃
の
地
で
、
豊
臣
政
権
下
で
の
失
地
を
回
復
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
石
川
光
吉
の
支
配
下
に
あ
っ
た
木
曽
の
地
は
、
東
軍
の
諸
勢
力
に
よ
っ
て
制
圧
さ
れ

て
い
っ
た
。

四
、
犬
山
城
を
め
ぐ
る
攻
防

こ
れ
ま
で
み
た
よ
う
に
、
石
川
光
吉
は
西
軍
の
一
翼
と
し
て
、
東
国
へ
の
調
略
も
進
め
る
一
方
、
次
の
資
料

か
ら
は
、
近
江
出
身
の
豪
商
田
中
清
六
を
介
し
て
好
を
通
じ
る
手
紙
を
家
康
と
の
間
で
交
わ
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
＝
。【資料5】

先
度
飛
脚
到
来
之
勘
、
可
為
返
礼
之
庭
、
飛
脚
其
僅
帰
候
間
、
無
其
儀
候
、
其
方
兄
弟
之
事
、
連
々

懇
切
之
事
二
俣
間
、
弥
不
可
無
沙
汰
与
存
、
委
細
田
中
可
申
候
、
恐
々
謹
言

八
月
八
日

御
謹
御
判
（
家
康
）

石
川
備
前
守

（
「
譜
牒
余
録
」
　
三
十
六
稲
葉
丹
後
守
之
下
・
愛
九
三
三
号
）

こ
こ
で
、
留
意
す
べ
き
は
家
康
が
　
「
連
々
懇
切
之
事
」
と
し
た
の
は
、
「
其
方
兄
弟
」
　
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

宛
所
は
光
吉
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
家
康
が
認
識
し
た
兄
弟
の
存
在
が
わ
か
る
霊

そ
れ
で
は
、
石
川
光
吉
た
ち
が
、
犬
山
城
に
籠
城
し
た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、
次
の
資
料
に
そ

の
姿
が
う
か
が
え
る
。

【資料6】

此
者
加
藤
左
衛
門
尉
長
敷
者
候
、
然
者
犬
山
へ
左
衛
門
尉
相
籠
付
両
、
様
子
之
儀
申
達
候
、

於
其
地
羽
左
太
令
相
談
、
可
然
様
才
覚
尤
候
、
猶
彼
口
上
可
申
候
、
謹
言

八
月
十
二
日
、
江
戸
に
留
ま
っ
て
い
た
家
康
の
も
と
に
加
藤
貞
泰
の
　
「
長
敷
者
」
　
（
＝
重
臣
）
が
訪
れ
、
犬

山
城
へ
の
籠
城
が
始
ま
っ
た
と
報
告
し
た
㌔
家
康
は
井
伊
直
政
、
本
多
忠
勝
の
も
と
に
こ
の
使
者
を
送
り
福

島
正
則
と
相
談
の
上
、
対
応
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
貞
泰
は
、
す
で
に
弟
加
藤
平
内
光
直
を
証
人
と
し

て
差
出
し
て
し
て
お
り
同
東
軍
に
味
方
す
る
姿
勢
を
示
し
た
う
え
で
の
対
応
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
犬

山
城
の
龍
城
戦
は
八
月
上
旬
に
は
始
ま
っ
て
お
り
、
尾
張
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
福
島
と
軍
監

井
伊
・
本
多
は
こ
う
し
た
犬
山
城
の
状
況
に
対
応
で
き
る
場
所
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【資料7】猶
以
隠
密
之
書
中
二
候
之
条
、
御
他
言
・
御
他
見
在
間
敷
候
、
即
此
状
可
有
火
中
候
、
以
上

態
以
飛
札
申
入
候
、
仇
而
此
表
之
儀
跡
々
人
数
相
揃
候
、
内
々
犬
山
表
二
押
之
城
ヲ
仕
、
各
御
出
次

第
二
川
ヲ
越
可
相
働
旨
惣
談
相
究
候
処
、
村
越
毛
介
殿
為
御
使
御
越
候
て
俄
談
合
相
替
、
と
て
も

内
府
様
御
馬
き
り
く
と
出
不
申
は
か
不
参
候
間
、
何
事
も
不
大
義
候
、
一
刻
も
急
用
ヲ
越
、
い

か
躯
二
成
共
可
相
果
候
由
誰
々
な
く
就
被
申
出
、
各
其
分
二
同
意
二
俣
、
然
者
天
下
之
勝
負
川
越
二

相
究
候
間
、
御
両
所
急
御
越
候
て
今
一
往
御
談
合
候
て
尤
二
存
候
、
御
人
数
ハ
被
為
置
、
御
自
身
迄

片
時
も
は
や
く
御
出
専
用
存
候
、
恐
憧
謹
言

黒
甲
斐
守

八
月
十
九
日

長
政
（
花
押
）

徳
永
法
印

寿
昌
　
（
花
押
）

奥
藤
兵
衛

三
明
　
（
花
押
）

八
月
十
二
日

井
伊
兵
部
少
輔
と
の
へ

本
多
中
務
太
輔
と
の
へ

家
康
（
花
押
）

井
兵
部
様

本
中
書
様人

々
御
中

（
「
井
伊
達
夫
氏
所
蔵
文
書
」
・
愛
九
五
九
号
）

（
「
大
洲
加
藤
文
書
」
・
愛
九
四
一
号
）
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こ
れ
は
、
東
軍
の
軍
監
井
伊
直
政
・
本
多
忠
勝
に
対
し
て
、
尾
張
に
布
陣
し
て
い
た
黒
田
長
政
等
か
ら
出
さ

れ
た
も
の
で
、
先
遣
隊
の
陣
容
が
揃
っ
た
の
で
犬
山
に
付
城
を
築
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
犬
山
城
の
籠

城
に
対
抗
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
八
月
十
九
日
時
点
で
犬
山
籠
城
は
続
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
、
「
天
下
之
勝
負
川
越
二
相
究
候
」
と
の
認
識
を
示
し
、
木
曽
川
を
挟
ん
だ
決
戦
を
控
え
家
康
の
出
馬
を
強

く
求
め
て
い
る
。
東
軍
の
諸
将
に
と
っ
て
も
疑
心
暗
鬼
の
状
態
が
続
い
て
お
り
、
羽
柴
を
称
す
る
諸
将
が
「
小

山
評
定
」
　
の
結
果
、
一
枚
岩
と
な
っ
て
東
海
道
を
西
へ
上
っ
た
と
す
る
の
は
、
江
戸
幕
府
成
立
の
序
章
と
し
て

出
来
す
ぎ
た
物
語
と
い
え
よ
う
。
こ
の
後
、
東
軍
先
遣
隊
は
、
八
月
二
十
二
日
木
曽
川
を
越
え
、
翌
二
十
三
日

岐
阜
城
は
落
城
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
潮
目
を
大
き
く
変
え
る
戦
い
ま
さ
に
「
天
下
之
勝
負
」
　
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
す
資
料
が
あ
る
。

【資料8】以
上

内
々
如
申
候
、
中
筋
岐
阜
昨
日
乗
落
候
、
然
庭
、
為
後
巻
治
部
少
輔
先
手
之
者
共
、
江
戸
川
端
迄
差

出
候
、
即
及
一
戦
追
崩
悉
討
果
候
、
早
々
内
々
其
筋
目
可
引
退
候
、
此
通
駿
河
衆
へ
も
申
達
候
、
可

被
成
意
候
、
恐
々
謹
言

衆
（
中
村
一
栄
・
一
忠
の
こ
と
）
　
に
も
こ
の
旨
が
伝
え
て
あ
る
と
す
る
井
伊
直
政
の
書
状
で
あ
る
。
ま
た
、
【
資

料
9
】
は
翌
二
十
五
日
に
加
藤
貞
泰
の
叔
父
光
政
か
ら
美
濃
布
陣
中
の
山
内
一
豊
に
対
し
、
貞
泰
の
犬
山
籠
城

は
「
め
い
わ
く
」
　
（
不
本
意
）
　
で
あ
る
。
城
主
の
石
川
光
吉
が
決
断
し
な
け
れ
ば
開
城
で
き
な
い
が
、
貞
泰
も

尽
力
し
て
お
り
、
本
多
忠
勝
・
井
伊
直
政
か
ら
の
書
状
も
得
て
い
る
と
伝
え
る
。

【資料9】

乍
好
便
以
一
書
申
上
候
、
今
度
之
御
出
陣
御
苦
身
共
奉
察
候
、
今
度
之
御
手
が
ら
共
中
中
申
上
も
お

ろ
か
な
る
御
車
と
も
に
候
、
左
衛
門
尉
い
ぬ
山
に
居
中
候
て
、
な
に
共
め
い
わ
く
仕
候
、
墓
石
備
前

も
御
こ
と
わ
り
申
候
ハ
で
な
り
申
す
ま
じ
く
候
間
、
や
が
て
罷
出
候
ハ
ん
と
存
事
に
候
、
こ
の
方
之

儀
者
右
衛
門
殿
き
も
入
被
申
候
て
、
本
多
中
務
殿
・
井
伊
兵
部
殿
御
両
所
之
御
判
形
と
り
候
て
被
越

候
間
、
満
足
仕
候
、
是
も
貴
公
様
御
祐
と
存
事
に
候
、
以
使
者
も
御
見
廻
申
度
存
候
へ
共
、
手
前
取

紛
忘
却
仕
故
不
能
其
使
迷
惑
仕
候
、
恐
僅
謹
言

加
藤
図
書

八
月
廿
五
日

光
政

（
「
大
洲
加
藤
文
書
」
・
岐
同
文
書
二
二
号
）

八
月
廿
四
日

竹
中
丹
後
守
殿

加
藤
左
衛
門
尉
殿

関
長
門
守
殿

人
々
御
中

井
伊
兵
部
少
輔

直
政
（
花
押
）

岐
阜
城
落
城
の
翌
日
、
犬
山
城
籠
城
中
の
竹
中
・
加
藤
・
関
の
三
将
に
対
し
て
、
岐
阜
城
の
落
城
、
石
田
三

成
に
よ
る
後
巻
の
失
敗
（
河
渡
川
の
戦
い
）
を
伝
え
る
こ
と
で
開
城
を
促
す
と
と
も
に
、
攻
城
に
あ
た
る
駿
河

山
対
州
様人

々
御
中

（
「
御
家
伝
羽
翼
÷
愛
九
九
一
号
）

そ
し
て
、
そ
の
三
日
後
・
二
十
八
日
の
井
伊
直
政
か
ら
加
藤
貞
泰
へ
の
書
状
【
資
料
1
0
】
に
は
、
人
質
に

つ
い
て
は
福
島
正
則
が
派
遣
し
た
者
へ
注
意
し
て
渡
す
こ
と
、
家
康
へ
の
取
次
に
尽
力
す
る
の
で
急
ぎ
当
陣
所

に
参
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
【
資
料
8
】
に
比
べ
、
宛
所
が
薄
礼
で
あ
る
こ
と
、
追
而
書
の
厳
し
さ
か
ら

直
政
の
苛
立
ち
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
同
日
付
の
本
多
忠
勝
の
書
状
【
資
料
1
1
】
で
は
、
貞
泰
の
母
の
扱

い
に
つ
い
て
気
遣
う
内
容
が
読
み
取
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
「
御
質
物
」
と
は
籠
城
し
た
諸
将
か
ら
の

人
質
差
出
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
そ
れ
と
は
逆
に
、
山
村
道
祐
の
よ
う
に
犬
山
城
に
預
か
っ
て
い
た
人
質
も

こ
の
頃
解
放
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
八
月
末
に
は
犬
山
城
開
城
に
向
け
た
細
か
い

詰
め
の
交
渉
が
、
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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【
資
料
1
0
】

尚
、
　
夜
を
日
二
次
、
宮
地
迄
御
参
陣
御
尤
存
候
、
遅
候
へ
ハ
最
前
の
首
尾
ち
か
い
申
候
、

宮
地
御
着
候
ハ
＼
　
又
内
府
へ
可
申
達
候
、
以
上

廿
四
日
之
御
状
参
着
給
候
ら
ん
、
即
御
報
申
立
候
キ
、
先
書
如
申
候
、
御
質
物
之
儀
、
羽
柴
左
衛

門
大
夫
殿
よ
り
、
其
許
へ
被
遣
候
衆
へ
、
被
入
御
念
御
渡
候
、
急
度
営
陣
へ
可
被
成
御
越
候
、
次
被

仰
越
候
御
紙
面
之
通
、
内
府
へ
被
申
達
候
、
最
前
よ
り
関
東
迄
被
仰
通
候
儀
、
此
節
候
問
、
弥
御

忠
節
被
存
事
候
、
御
用
之
儀
、
何
分
こ
も
拙
者
御
馳
走
可
申
候
間
、
可
御
心
易
候
、
何
も
懸
御
目

可
申
達
候
、
恐
憧
謹
言

井
伊
兵
部
少
輔

こ
う
し
た
、
交
渉
の
中
で
、
加
藤
・
竹
中
は
家
康
に
対
し
て
、
犬
山
城
開
城
の
意
思
を
伝
え
　
（
両
通
之
書
状
）

た
よ
う
で
、
そ
れ
に
対
し
て
家
康
は
次
の
書
状
を
送
っ
て
い
る
。

【
資
料
1
2
】

両
通
之
書
状
令
披
見
候
、
然
者
前
廉
首
尾
無
相
違
忠
節
之
条
、
感
悦
之
至
候
、
今
日
三
日
、
至
小

田
原
令
出
馬
候
、
急
速
其
表
可
為
著
陣
候
、
弥
其
元
可
被
入
精
儀
肝
要
候
、
恐
々
謹
言

九
月
三
日
　
　
家
康
　
（
花
押
）

加
藤
左
衛
門
尉
殿

竹
中
丹
後
守
殿

（
「
竹
中
文
書
÷
愛
一
〇
〇
七
号
）

八
月
廿
八
日

直
政
　
（
花
押
）

加
左
衛
門
様

関
長
門
様

人
々
御
中

（
「
大
洲
加
藤
文
書
÷
岐
同
文
書
二
一
号
）

【
資
料
1
1
】

尚
、
　
其
城
御
才
覚
候
両
、
早
々
渡
申
候
様
二
可
被
成
候
、
城
才
覚
被
成
、
其
上
貴
殿
へ
も
此

方
被
存
可
被
成
候
、
以
上

乍
幸
便
一
書
申
入
候
、
其
城
は
や
御
渡
候
事
候
間
、
貴
所
御
作
上
之
儀
、
涯
分
肝
煎
可
申
候
間
、
早
々

我
々
陣
所
迄
御
出
可
被
成
候
、
最
前
此
表
へ
陣
寄
之
刻
も
、
貴
所
御
老
母
之
儀
も
無
異
議
様
こ
と
、

我
々
折
紙
を
遣
申
、
何
篇
こ
も
如
在
申
開
敷
候
、
早
速
御
出
可
被
成
候
、
恐
々
謹
言

本
多
中
務

ま
た
、
城
主
石
川
光
吉
に
対
し
て
は
、
本
多
正
純
が
古
田
織
部
（
重
然
）
、
田
中
清
六
　
（
正
長
）
　
を
介
し
た

交
渉
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
【
資
料
5
】
時
点
で
の
態
度
表
明
は
結
果
と
し
て
裏
切
ら
れ
、
【
資
料
1
3
】
時

点
で
は
開
城
に
向
け
た
同
意
の
意
向
が
示
さ
れ
た
と
考
え
る
。
こ
の
段
階
で
は
開
城
す
る
城
主
へ
の
書
状
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
丁
重
な
文
言
と
な
っ
て
い
る
。

【
資
料
1
3
】追

而
古
織
か
た
へ
之
書
状
得
其
意
候
、
已
上

両
人
か
た
へ
之
御
状
令
披
見
候
、
仇
今
度
不
慮
之
儀
無
是
非
仕
合
共
候
処
、
日
来
之
御
好
味
思
召

可
有
忠
節
由
満
足
候
、
委
細
田
中
可
申
候
条
令
省
略
候
、
恐
々
謹
言

（
「
譜
牒
余
録
」
　
三
六
・
愛
一
〇
〇
八
号
）

九
月
四
日

石
川
備
前
守
殿

御
講
御
判

（
「
大
洲
加
藤
文
書
」
・
岐
同
文
書
二
五
号
）

八
月
廿
八
日

忠
勝
（
花
押
）

加
藤
左
衛
門
尉
殿

犬
山
城
の
開
城
が
明
ら
か
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
【
資
料
1
4
】
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
五
日
駿
河
清
見
寺

に
い
る
家
康
か
ら
の
文
書
で
　
「
殊
犬
山
之
儀
其
方
以
才
覚
早
々
相
済
」
と
の
表
現
が
あ
り
、
加
藤
貞
泰
の
功
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績
を
讃
え
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
【
資
料
1
5
】
　
の
文
書
に
は
、
東
軍
先
遣
隊
を
束
ね
る
福
島
正
則
・

池
田
輝
政
の
両
将
、
本
多
忠
勝
、
井
伊
直
政
と
い
っ
た
徳
川
の
軍
監
が
揃
っ
た
形
で
、
加
藤
貞
泰
、
稲
葉
通
重

に
対
し
て
大
垣
城
か
ら
の
苅
田
に
備
え
、
牛
牧
村
、
本
田
村
（
旧
本
巣
郡
）
　
に
布
陣
す
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
九
月
三
日
ま
で
に
は
、
犬
山
城
を
開
城
し
、
東
軍
と
し
て
の
任
務
に
付
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

【
資
料
1
4
】

切
々
被
入
念
書
状
祝
着
之
至
候
、
殊
犬
山
之
儀
其
方
以
才
覚
早
々
相
済
候
事
令
満
足
候
、
将
又
先
手

へ
参
陣
候
由
尤
候
、
今
日
至
干
清
見
寺
令
着
馬
候
之
問
、
頓
而
其
表
可
着
陣
、
猶
期
其
節
候
、
恐
々

謹
言

九
月
五
日
　
　
家
康
（
花
押
）

加
藤
左
衛
門
尉
殿

（
「
大
洲
加
藤
文
書
÷
岐
同
文
書
三
言
号
）

【
資
料
1
5
】

態
申
入
候
、
然
者
、
大
柿
城
中
よ
り
苅
田
二
罷
出
候
間
、
稲
葉
甲
斐
守
貴
所
為
押
、
う
し
き
村
、
ほ

ん
て
ん
村
両
所
二
御
在
陣
可
被
成
候
、
不
及
申
候
へ
共
、
御
精
を
被
出
、
夜
得
等
被
仰
付
尤
候
、
恐
々

謹
言

羽
左
衛
門
太
夫

今
回
籠
城
し
た
諸
将
の
中
で
最
も
窮
地
に
陥
っ
た
の
が
稲
葉
貞
通
・
典
通
の
父
子
で
あ
る
。
美
濃
小
原
城
主

遠
藤
慶
隆
は
、
七
月
二
十
九
日
、
稲
葉
氏
に
奪
わ
れ
た
旧
領
郡
上
の
所
領
回
復
の
約
束
を
家
康
か
ら
得
た
。
そ

し
て
、
美
濃
攻
め
の
先
兵
と
な
っ
た
娘
婿
の
金
森
可
重
と
と
も
に
、
九
月
一
日
稲
葉
氏
の
本
拠
地
で
あ
る
八
幡

城
を
攻
撃
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
三
日
稲
葉
貞
通
・
典
通
ら
は
龍
城
し
て
い
た
犬
山
城
か
ら
急
を
聞
き
つ
け
て

戻
り
激
し
い
戦
い
と
な
っ
た
末
、
翌
四
日
和
睦
を
結
ん
だ
。
【
資
料
1
6
】
は
、
七
月
末
段
階
に
美
濃
の
攻
略

戦
を
担
っ
た
金
森
親
子
へ
の
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
【
資
料
1
7
】
は
、
七
日
・
犬
山
・
郡
上
共
に
決

着
が
着
い
た
後
の
段
階
で
初
め
て
稲
葉
貞
通
の
動
向
が
判
明
す
る
も
の
で
、
永
井
直
勝
が
取
次
い
で
い
る
。
内

容
的
に
は
、
井
伊
直
政
の
要
求
に
応
じ
て
城
を
明
け
渡
し
た
こ
と
。
貞
通
は
す
で
に
長
島
城
に
加
勢
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
一
方
典
通
は
【
資
料
1
5
】
に
あ
る
通
り
、
開
城
後
す
ぐ
に
美
濃
で
の
展
開
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。

犬
山
城
籠
城
組
の
中
で
、
徳
川
氏
と
の
関
り
が
最
も
希
薄
で
あ
っ
た
稲
葉
氏
は
、
結
果
的
に
は
ぎ
り
ぎ
り
の
段

階
で
東
軍
に
味
方
す
る
と
い
っ
た
判
断
が
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。

九
月
三
日

正
則
　
（
花
押
）

羽
三
左
衛
門

輝
政
（
花
押
）

本
多
中
書

忠
勝
（
花
押
）

井

　

［

　

　

］

□
　
□
　
（
直
政
）

加
藤
左
衛
門
尉
殿

稲
葉
甲
斐
守
殿

（
「
大
洲
加
藤
文
書
」
・
岐
同
文
書
二
四
号
）

【
資
料
1
6
】

濃
州
境
目
之
儀
、
随
分
成
次
第
可
有
御
才
覚
候
、
恐
々
謹
言

七
月
廿
九
日
　
　
　
御
名
乗
御
直
判

金
森
法
印

同
出
雲
守
殿

（
「
金
森
文
書
÷
岐
同
文
書
九
号
）

【
資
料
1
7
】

永
井
右
近
所
迄
之
書
状
令
披
見
候
、
仇
今
度
犬
山
被
相
籠
候
処
ニ
、
依
井
伊
兵
部
少
輔
申
被
明
渡
、

為
長
島
加
勢
被
罷
移
由
尤
候
、
委
細
右
近
大
夫
可
申
候
、
恐
々
謹
言

九
月
七
日
　
　
家
康
　
（
花
押
）

稲
葉
右
京
亮
殿

（
「
稲
葉
家
文
書
」
・
愛
一
〇
二
一
号
）

ま
た
、
関
ケ
原
合
戦
直
前
の
九
月
十
二
日
、
石
田
三
成
が
大
和
郡
山
城
主
増
田
長
盛
に
対
し
て
出
し
た
書
状
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【
資
料
1
8
】
　
の
中
で
、
犬
山
城
の
開
城
は
人
質
の
処
刑
が
無
か
っ
た
た
め
と
の
風
説
を
伝
え
る
と
共
に
、
敵

方
の
諸
将
の
人
質
を
十
五
人
も
処
刑
す
れ
ば
、
東
軍
諸
将
の
気
持
ち
も
か
わ
る
と
、
強
い
姿
勢
を
求
め
て
い
る
。

【
資
料
1
8
】

一
免
角
如
此
延
々
と
候
ハ
1
、
味
方
中
も
心
中
難
計
御
分
別
之
前
二
候
事
、
敵
味
方
下
々
の
取
沙
汰

ニ
ハ
、
妻
子
人
質
の
儀
ハ
何
様
こ
て
も
苦
か
る
ま
し
き
躯
二
候
、
増
右
、
内
府
へ
被
仰
合
筋
目
二
候

と
て
も
、
妻
子
な
と
一
人
も
成
敗
之
義
ハ
有
ま
し
き
と
申
な
し
候
、
是
も
黒
白
を
存
た
る
者
ハ
無
余

儀
候
、
既
二
如
此
打
被
討
候
へ
共
、
其
者
之
妻
子
御
成
敗
隠
便
故
、
先
書
に
も
如
申
犬
山
加
勢
衆

謀
叛
な
と
も
出
来
候
歎
、
さ
り
と
て
ハ
有
間
敷
儀
な
が
ら
是
も
妻
子
気
遣
無
之
故
と
下
々
申
候
、
麦

元
諸
侍
申
さ
れ
候
も
敵
方
之
妻
子
五
三
人
も
成
敗
候
ハ
、
心
中
替
可
申
と
申
事
二
候
、
麦
許
承
候
通

申
入
候
、
御
分
別
二
不
過
候
事

（
石
田
三
成
書
状
写
　
（
部
分
）
　
「
古
今
消
息
集
」
愛
一
〇
一
九
号
）

関
ケ
原
合
戦
を
直
前
に
控
え
た
段
階
で
、
増
田
長
盛
が
家
康
に
対
し
て
行
っ
た
、
東
軍
諸
将
の
人
質
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
手
温
い
と
い
っ
た
石
田
三
成
の
書
き
ぶ
り
は
、
先
述
の
　
「
一
柳
中
興
御
系
図

御
手
柄
物
語
覚
」
　
の
中
で
、
稲
葉
清
六
が
、
旧
主
家
で
あ
る
一
柳
氏
に
言
い
放
っ
た
言
葉
と
重
な
る
内
容
で

あ
り
、
前
線
の
西
軍
諸
将
の
苛
立
ち
に
基
づ
い
た
認
識
と
い
え
よ
う
。

結
語

関
ケ
原
合
戦
の
前
段
階
、
濃
尾
平
野
で
は
激
し
い
攻
防
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
本
稿
で
は
こ
の
地
域
の
諸

将
に
つ
い
て
、
両
陣
営
の
問
で
マ
ー
ジ
ナ
ル
な
位
置
に
身
を
置
く
存
在
と
し
て
と
ら
え
、
慶
長
五
年
八
月
当

時
の
犬
山
城
の
動
向
な
ら
び
に
城
主
石
川
光
吉
が
支
配
し
た
木
曽
の
情
勢
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
そ
こ
で
明

ら
か
に
な
る
こ
と
と
し
て
は
、

・
石
川
光
吉
が
支
配
し
た
木
曽
の
地
に
対
し
て
、
家
康
は
信
濃
（
木
曽
）
・
東
美
濃
に
密
接
な
関
連
を
も
つ
諸

勢
力
を
送
り
込
む
こ
と
で
、
東
山
道
方
面
軍
本
隊
の
地
な
ら
し
を
行
っ
て
い
た
こ
と
。

・
こ
う
し
た
勢
力
は
、
山
村
民
、
千
村
氏
、
馬
場
氏
　
（
何
れ
も
木
曽
谷
関
連
）
や
遠
山
氏
　
（
東
美
濃
関
連
）

の
よ
う
に
、
関
東
＝
家
康
の
影
響
下
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
。

・
濃
州
関
ケ
原
合
戦
で
は
、
木
曽
川
を
挟
ん
で
東
西
両
軍
の
ぎ
り
ぎ
り
の
駆
け
引
き
、
攻
防
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
。
ま
た
そ
の
帰
趨
を
決
し
た
の
は
、
八
月
二
十
三
日
の
岐
阜
城
落
城
で
あ
っ
た
こ
と
。

・
東
軍
の
諸
将
が
一
枚
岩
で
な
か
っ
た
よ
う
に
、
犬
山
城
の
諸
将
に
も
微
妙
な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
。

な
か
で
も
開
城
に
向
け
て
尽
力
し
た
の
は
籠
城
前
か
ら
、
家
康
の
も
と
に
弟
・
光
直
を
証
人
（
人
質
）
と
し

て
差
し
出
し
、
連
絡
を
取
っ
て
い
た
加
藤
貞
泰
が
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
。

・
城
主
石
川
光
吉
に
対
し
て
、
家
康
は
西
軍
に
与
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
看
過
し
、
丁
重
な
対
応
が

と
ら
れ
て
い
た
こ
と
。

犬
山
城
の
開
城
を
巡
り
、
い
わ
ゆ
る
西
軍
と
し
て
籠
城
し
て
い
た
諸
将
と
家
康
、
そ
し
て
そ
の
取
次
の
役

割
を
果
た
し
た
諸
将
と
の
間
で
ぎ
り
ぎ
り
の
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
結
果
城
主
石
川
光
吉
は
関
ケ
原
本
戦
も
西

軍
と
し
て
戦
い
、
改
易
（
の
ち
に
五
〇
〇
石
・
幕
府
御
家
人
）
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
諸
将
は
、
東
軍
と
し

て
関
ケ
原
本
戦
を
戦
い
、
本
領
を
安
堵
な
い
し
加
増
転
封
と
さ
れ
て
い
る
。
立
地
や
タ
イ
ミ
ン
グ
の
違
い
も

あ
り
、
こ
の
後
展
開
す
る
大
垣
城
の
戦
い
な
ど
に
比
べ
平
和
裏
の
開
城
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

注
意
す
べ
き
こ
と
と
し
て
は
、
東
海
道
を
上
り
つ
つ
あ
る
家
康
と
犬
山
城
の
諸
将
と
の
や
り
取
り
に
は
、

尾
張
に
先
着
し
て
い
る
東
軍
の
諸
将
や
軍
藍
の
本
多
・
井
伊
と
の
や
り
取
り
に
比
べ
時
間
差
が
生
じ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

ま
た
今
回
は
、
犬
山
城
に
拘
留
さ
れ
た
山
村
道
祐
や
、
同
城
に
籠
城
し
た
諸
将
か
ら
差
し
出
さ
れ
た
人
質

問
題
に
も
触
れ
た
が
、
東
軍
の
先
遣
隊
諸
将
も
同
様
に
人
質
が
取
ら
れ
、
池
田
輝
政
の
居
城
三
河
吉
田
城
に

集
め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
（
「
一
柳
中
興
御
系
図
御
手
柄
物
語
覚
」
）
関
ケ
原
合
戦
に
お
け
る
人
質
問
題
は
、

細
川
玉
の
悲
劇
が
広
く
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
細
川
家
大
坂
玉
造
屋
敷
に
お
け
る
特
異
な
状
況
と
し
て
で
は

な
く
、
両
軍
を
通
じ
て
広
く
存
在
し
た
問
題
で
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。



濃州関ケ原合戦と犬山城
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1
　
こ
こ
で
は
、
便
宜
上
徳
川
家
康
率
い
る
勢
力
を
東
軍
、
石
田
三
成
ら
が
率
い
る
勢
力
を
西
軍
と
す
る
。

2
　
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
1
3
織
豊
3
　
（
愛
知
県
・
二
〇
二
）
　
以
降
、
愛
　
資
料
番
号
で
表
記

3
　
山
本
浩
樹
「
関
ケ
原
合
戦
と
尾
張
・
美
濃
」
　
（
谷
口
央
編
『
関
ケ
原
合
戦
の
真
相
』
高
志
書
店
・

二
〇
一
四
）

4
　
小
野
市
立
好
古
館
編
『
播
州
小
野
藩
一
柳
家
史
料
由
緒
書
』
（
小
野
市
・
一
九
九
九
）

5
　
中
村
孝
也
編
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
中
巻
（
日
本
学
術
振
興
会
・
一
九
五
九
）
五
二
二
頁

6
　
高
柳
光
寿
・
松
平
年
一
『
戦
国
大
名
辞
典
』
（
吉
川
弘
文
館
・
一
九
八
一
）

7
　
渡
辺
世
祐
『
稿
本
石
田
三
成
』
（
一
九
二
九
）

8
　
『
信
濃
史
料
』
第
一
八
巻
（
信
濃
史
料
刊
行
会
・
一
九
六
二
）
、
な
お
こ
の
資
料
に
つ
い
て
白
峰
旬
「
「
（
慶

長
5
年
）
　
8
月
2
1
日
付
山
村
良
勝
・
千
村
良
重
宛
大
久
保
長
安
書
状
」
　
に
つ
い
て
」
　
（
「
別
府
大
学
紀

要
」
・
研
究
ノ
ー
ト
二
〇
二
〇
）
　
は
示
唆
に
富
む
逐
条
分
析
と
な
っ
て
い
る
。

9
　
「
山
村
道
幽
（
勇
）
、
犬
山
こ
い
ま
た
御
逗
留
」
と
あ
る
が
、
（
2
5
）
の
記
述
や
次
の
資
料
の
よ
う
に
、
関
ケ

原
合
戦
後
も
木
曽
谷
代
官
の
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
川
に
加
勢
し
た
の
で
は
な
く
拘

束
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

【
資
料
】
　
木
曽
谷
中
代
官
之
儀
、
被
仰
付
候
、
井
材
木
等
之
儀
、

木
曽
川
・
飛
騨
河
共
、
如
石
川
備
前
仕
候
時
可
申
付
候
、

Ⅱ
　
谷
口
央
に
よ
れ
ば
、
犬
山
在
番
衆
は
、
美
濃
国
に
多
く
見
ら
れ
る
永
井
直
勝
の
ル
ー
ト
、
加
藤
貞
泰

ル
ー
ト
、
石
川
光
吉
の
田
中
清
六
ル
ー
ト
の
三
つ
の
ル
ー
ト
に
よ
り
家
康
と
の
交
渉
を
進
め
た
と
す
る
。

「
関
ケ
原
の
戦
い
と
美
濃
－
徳
川
家
康
の
視
点
か
ら
I
L
（
『
関
ケ
原
－
天
下
分
け
目
の
合
戦
と
美
濃
I
』

岐
阜
県
博
物
館
・
二
〇
一
七
）

1
2
．
こ
の
兄
弟
に
つ
い
て
、
石
川
光
元
の
可
能
性
を
挙
げ
て
お
く
。
家
康
の
側
室
お
亀
の
方
（
後
の
相
応
院
）

は
、
光
元
の
元
側
室
で
あ
り
、
こ
の
当
時
家
康
と
の
間
に
仙
千
代
（
一
五
九
五
～
一
六
〇
〇
）
と
身
ご
も
っ

た
子
（
後
の
徳
川
義
直
）
が
い
た
。
光
元
と
お
亀
の
間
に
は
、
す
で
に
石
川
光
忠
が
お
り
、
後
年
、
徳

川
義
直
に
付
け
ら
れ
て
い
る
。

1
3
　
【
資
料
2
】
の
添
状
（
岐
「
大
洲
加
藤
文
書
」
二
八
号
）
の
追
而
書
き
で
、
貞
泰
は
取
次
の
加
藤
太
郎
左
衛

門
か
ら
「
追
而
申
候
、
此
度
之
飛
脚
一
段
ぬ
る
も
の
　
（
＝
機
転
の
利
か
な
い
者
）
ニ
て
御
座
候
間
、
重

而
ハ
人
を
御
ゑ
ら
び
可
被
為
申
付
候
、
以
上
」
と
叱
責
を
受
け
た
こ
と
に
対
応
し
た
、
念
入
り
な
対

応
で
あ
ろ
う
。

1
4
　
中
村
孝
也
編
　
前
掲
書
　
五
四
九
・
五
六
二
頁

慶
長
五
年

十
月
二
日
　
　
（
朱
印
）

大
久
保
十
兵
衛

奉
之

山
村
道
祐

（
山
村
文
書
・
『
岐
阜
県
史
』
史
料
編
古
代
・
中
世
四
　
同
八
号

以
下
岐
同
文
書
0
0
号
と
表
記
）

1
0
　
中
村
孝
也
編
　
前
掲
書
　
六
一
〇
頁


